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を
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意
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書

本
案
を
次
の
と
お
り
提
出
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
九
日
提
出
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議
会
議
員

藤

田

貴

支

同

神

田

隆

生

同

堀

江

優

同

中

西

智

子

同

田

中

真
由
美

同

川

上

加
津
子



議
員
提
出
議
案
第
十
一
号

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
る
た
め
に
は
、
着
実
な
治

水
事
業
の
推
進
に
加
え
て
、
集
水
域
か
ら
氾
濫
域
に
わ
た
る
流
域
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
（
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
企
業
・
住
民
等
）
が
流
域
全
体
で
行
う
治
水
、

い
わ
ゆ
る
「
流
域
治
水
」
へ
と
転
換
を
図
り
、
施
策
や
手
段
を
適
切
に
組
合
せ
て
充
実
・

加
速
化
し
、
治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
国
に
お
い
て
は
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
や
過
去
の

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化
を
加
速
化
・
進
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
重
点
化
す
べ
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
推
進
す
る
た
め
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
を
策
定
し
、
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
期
限
が
令
和
三
年
三

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
過
去
の
最
大
を
超
え
る
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
・
堤
防
の
決
壊
、
山

間
部
の
土
砂
災
害
等
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
犠
牲
者
は
後
を
絶
た

な
い
。
今
後
起
こ
り
う
る
大
規
模
自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
迅
速
な
復
旧

復
興
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
」
は
よ
り
一
層
、
十
分
な
予

算
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
確
保
が
必
須
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一

令
和
二
年
度
末
期
限
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対

策
」
の
更
な
る
延
長
と
拡
充
を
行
う
こ
と
。

二

地
方
自
治
体
が
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
対
策
に
必
要
な
予
算

の
総
額
確
保
を
図
る
こ
と
。



三

災
害
復
旧
・
災
害
関
連
予
算
の
確
保
や
補
助
対
象
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
方
に
十
分
配
慮

す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日

箕

面

市

議

会


